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Research Abstract

(対象と⽅法)3.0Kgの雄の⽇本⽩⾊家兎を使⽤した。静脈⿇酔後、右下腿に15Gyの放射線照射を⾏い、直ちに脛⾻に創外固定器を設置し⾻切りを⾏った。照射を⾏わず同様の処置を⾏っ
たものを対照群とした。7⽇間の待機期間の後、0.5mm/⽇の速度で4週間延⻑した。各週毎にレントゲン撮影を⾏った。延⻑終了時と延⻑終了4週で屠殺し標本を採取し、組織学的検討
と、微⼩⾎管造影による⾎管の分布と形態を観察した。(結果)レントゲンによる変化。対照群は延⻑中より延⻑仮⾻が出現し、延⻑中⼼部から両端にかけて仮⾻の成熟が規則正しく⾒ら
れ、延⻑終了4週ではほぼ仮⾻は成熟しているように⾒られた。これに対し照射群では、延⻑中には全く仮⾻は出現せず、延⻑部には何も⾒られなかった。延⻑終了後より徐々に、斑状に
⾻化が⾒られたが、成熟には⾄らなかった。組織学的には、対照群では膜様⾻化がほとんどであり、延⻑の中⼼から規則正しい⾻化様式が観察された。照射群ではほとんどが内軟⾻⾻化
でレントゲン上⾻化が認められなかった部分は軟⾻であった。また、対照群に⾒られたような規則性は⾒られず、斑状の⾻化層を認めるのみであった。微⼩⾎管造影では延⻑部のみなら
ず脛⾻全体の⾎管分布が照射群で少なく既存の⾎管の障害と、⾎管新⽣の障害が⽰唆された。内軟⾻⾻化は局所の低酸素状態で⽣じやすいことから、⾎管障害及び⾎管新⽣の障害により
仮⾻形成が障害され、内軟⾻⾻化中⼼になったと推測する。
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